
消費者施策の実施状況について

資料２‐１



特定商取引法等の適正運用 景品表示法の表示指導

消費者

消費生活相談窓口
消費者庁ほか

県民活動生活課
県消費生活センター

事業者

不適正な取引行為による
消費者被害の相談

連鎖販売取引(マルチ商法)・
訪問販売・通信販売など

情報提供

優良誤認表示・有利誤認表示

必要に応じて国・他都道府県と協力・連携し、
情報収集・調査を行っている

事業者聴取
立入検査

事前調査
消費者聴取

現地調査 事前調査

啓発

関係課と連携し
事業者向け講座を開催

Ⅰ 安全・安心な消費生活の確保

１

・日頃より消費生活相談窓口に寄せられた
相談情報を分析

・悪質性の高い事業者については、各市町
へ周知を図っている

その他：消費生活協同組合法に基づく
生協への指導



（２）パネル展示の開催
・消費生活パネル展を行い、パネル展示として啓発を実施

2

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済

＠イオン近江八幡 ＠イオン大津京令和５年度パネル展示

（３）消費生活川柳の募集
・県民から消費生活にちなんだ川柳「消費生活川柳」の募集を行った。
・令和４年度「消費生活川柳」最優秀賞 気をつけて 儲かる副業 詐欺の予感

消費生活情報の発信

（１）消費者月間講演会の開催
・特定非営利活動法人消費者ネット・しが との共催により、講演会を実施

・令和４、５年度ともにオンラインと現地の併用開催

『コロナ禍を乗り越えるかしこい消費とつながりづくり～持続的な未来を築くために～』



3

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済

（４）消費者の特性に配慮した消費生活情報の発信
・広報誌「くらしのかわら版」を発行（R４年度：３回）
各市町消費生活相談窓口・社会福祉協議会・警察署に配付
・しらしがメール・LINEやXを用いたタイムリーな情報発信

しらしがLINEくらしのかわら版

消費生活情報の発信



消費者トラブル（霊感商法関係）に関する啓発
・高齢者、若者それぞれの特性に応じた啓発を行い、消費者被害の未然防止および相談窓口の周知強化を図った。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 霊感商法関係の啓発

（令和４年度実施）

・交通安全協会 女性部会等と連携し、配布
・出前講座やセミナーで配付

＜高齢者向け＞

＜若者向け＞

インターネット広告

啓発動画



（１）消費者庁作成の教材を活用した授業
・消費者庁作成の教材「社会への扉」を活用した授業を、主に高校１、２年生の家庭科で実施。

高等学校段階までに、契約に関する基本的な考え方や契約に伴う責任を理解するとともに、身近な契約

等を通じて、社会において消費者として主体的に判断し、責任をもって行動できる能力を育むことを目的とし

ている。

5（制作・著作 消費者庁 令和２年１月作成）

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
成年年齢引下げ関係



高校生以上向けに啓発チラシを作成（令和４年度）
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げ関係

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発



中学生向けに啓発チラシを作成（令和４年度）
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げ関係

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発



高校生以上向けに啓発チラシを作成（令和５年度）
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げ関係

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発



高校生以上向けに啓発チラシを作成（令和５年度）
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げ関係

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発



中学生向けに啓発チラシを作成（令和５年度）
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げ関係

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発



中学生向けに啓発チラシを作成（令和５年度）
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げ関係

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発



（３）高等学校等教員向けオンライン研修の開催

12
（令和５年度）

オンライン研修の様子

・対象 高等学校・中学校等 全教職員
・コース ①基礎②金融教育③未成年者契約の実態
・講師 金融広報アドバイザー

県消費生活センターの消費生活相談員

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援

成年年齢引下げ関係



（４）ゆめ・ふれ愛成長確認シート（平成27年度～）
・家庭科の副教材として新小学５年生に提供し、子どもたちが消費者として「生きる力」 を身に付
けていただくことを目的としている。

13
令和４年度はエシカル消費について追記
毎年、内容を見直し必要に応じて改訂をおこなっている。

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
若年者を対象とした消費者教育



（１）高齢者に向けた消費生活情報啓発協定事業（平成28年度～）
・生活協同組合コープしが、しが健康医療生活協同組合との協定に基づき、高齢者向けに啓発チラシ、
啓発カレンダーを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。

14

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発

・トラブル事例の紹介
・消費者ホットライン１８８（いやや）の周知

（令和４年度作成） （令和５年度作成）



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。

15

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発

（令和４年度作成）



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発

（令和４年度作成）



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。

17

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発

（令和４年度作成）



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。

18

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発

（令和４年度作成）



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発

（令和５年度作成）



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発

（令和５年度作成）



（１）啓発冊子の作成
・エシカル消費にかかる県独自の啓発冊子を関係団体等と連携し作成、県内の高等学校等に配付。
・啓発冊子データは県HPに掲載。エシカル消費の具体的な行動等を紹介している。

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/shouhiseikatsu/322171.html

（滋賀県＞県民の方＞くらし＞消費生活 からアクセスできます）

・令和５年度はエシカル消費啓発冊子「やってみよう！エシカル消費」を小中学生向けに改めて作成し、県内で開

催されたイベントにおいても冊子の配布を行い、啓発を実施

啓発冊子（令和３年度作成） 小中学生向け冊子（令和５年度作成） 21

エシカル消費の推進

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援



（２）啓発イベントの実施
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エシカル消費の推進

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援

（令和４年度）消費生活フェスタ
パネル展示＠ビバシティ彦根

（令和４年度）草津市主催
「草津市地球冷やしたい推進フェア」
パネル展示＠イオンモール草津

滋賀グリーン活動ネットワーク（SGN）と
協働して啓発



（２）啓発イベントの実施
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エシカル消費の推進

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援

（令和５年度）消費生活パネル展
＠イオン近江八幡、＠イオン大津京

（令和５年度）草津市主催
「草津市地球冷やしたい推進フェア」
パネル展示＠イオンモール草津

滋賀グリーン活動ネットワーク（SGN）と
協働して啓発※写真はイオン近江八幡



（３）出前講座の実施
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エシカル消費の推進

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援

（令和５年度）
滋賀県食肉公正取引協議会 通常総会

＠ﾎﾃﾙﾎﾞｽﾄﾝﾌﾟﾗｻﾞ草津



消費者の適切な声を抑制することがないよう配慮しながら、倫理的な行動を促していくことが必要

（取組）
・県消費生活センターのホームページでの掲載
・県消費生活センター前の掲示版にカスハラに関する資料を一定期間掲示
・県消費生活センター発行の広報誌「くらしのかわら版」に掲載

25

その他（カスタマーハラスメント防止対策）

消費者庁作成チラシ

くらしのかわら版


